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How could we pass on the predecessors’ pride and struggle experience to the successor  
in this rapid changing days? - Intensive hearing investigation on the unique old folk house style 
local cuisine restraint “Ohmatsuya” in tsuruoka city
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Summary
Today, in Japan, many historic olden cultures and ways of livings are passing away. To cope with these negative 
trends, government implement laws, such as, the Landscape Law in 2004 or the Historical Community Planning Rule 
in 2008. But it is not sufficient enough just to implement such political measures . To maintain the historical olden 
cultures and way of livings in this rapid changing days, we have to pass on the predecessors’s pride, delight, anger, 
sorrow and pleasure to the successors. We conduct the intensive hearing investigation to the old folk house style local 
cuisine restraint “Ohmatsuya” in Tsuruoka city and figure out the experimental background of successful succession 
from the predecessor to the successor.
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ら来たのであって、人付き合いがあってきたわけでもな
い。そういう時に私たち受け入れてもらえるかなってい
う心配はあったけども、この集落22戸の方々がとても
オープンマインドで、閉鎖的に思われるかもしれないけ
ど全然そんなこともなく、すごく村の役員の方々がアド
バイスしてくれたりしながらほんとあたたかく迎えてく
れたんですよ。感動するくらいあたたかく迎えてくれて、
素晴らしいですよね。それがありながらも20年くらい
経つと、大松屋がなかったらここは忘れ去られてた集落
かもしれないって言われた時もこういう仕事してきてよ
かったなあと思いました。道路も広くなったり。前から
皆さん申請はしてるんだけども。そういうのは嬉しいな
って思いました。役割が少しでも役立ってればね嬉しい
なと思ったし、受け入れてくれる人たちの心が深いなっ
て思いましたよ。
須藤：じゃあ酒田に来ていい印象が持てましたか。
美智子さん：ありますね。酒田というかこの集落にいい
印象がありますね。やっぱり豊かですよね。やっぱりま
ず日々森林浴みたいな感じだから。
須藤：子育てもあって、こっちに来たってことなんです
けど、子育てには恵まれた環境ではあったんですか。
美智子さん：ありましたね。やっぱり自然があって。だ
から楽しい経験もたくさんしましたね。ここから歩いて
いくんですよずっと小学校まで。雪の中でも。大人は車
で行くのに子供は歩かなきゃいけない。中学生は自転車
乗らなきゃいけない。だから小学生のころなんて娘は寒
いって泣きながら帰ってきたりして。最近は小学校が統
合されて遠くなったのでみんなスクールバス。いいです
よねえ。でも子供たちはよくわかったもんで、知らない
人の車には乗らないけれども知ってる人の車にはヒッチ
ハイクで帰ってきました（笑）
美智子さん：ここの集落の真ん中にあるからずいぶんと
お金かけたお家らしくて、池とか三方にあるでしょ。…
この鯉だってね、サギとか食べに来ちゃうんですよ。あ
とテンとか。冬とか水の中入ってくるから。そうすると
村の中で鯉とか育ててる人が下さるんですよ。
資料20）生石大松屋の女将・漆山美智子さんは、店を
訪れてくれるお客さんが、口コミを通して少しずつ広が
ってゆく経緯を、聞き取りの中で下記のように述べてい
る。
須藤：ここにくるお客さんはどんな年代の人が多いです
か。
美智子さん：ご家族でいらっしゃる方から会社の接待で
使われる方もいるし、夜も営業しているのでね。お昼は
お蕎麦と焼き物をやってるんだけども夜は炭焼きのコー
スからってお願いしてるんですよ。そうするとやっぱり
接待の方々がいらっしゃる。あとは最近うれしいのが、
酒田市の方々、例えば市長さんとかが、海外の方々ニュ
ージーランドから来た方々をお迎えするのに使ってくれ
たりするんですよ。この間印象的だったのは、そこで椅
子も出しながらお食事して、ここで獅子が来て神楽とか。
東平田の人達が来て見せてくれて。結構喜ばれてました
よ。だから私もああいいなあと思いましたよ。こういう
のって大事なんだなあと思ってすごい感動しました。
須藤：それはお店主体でやられたんですか？
美智子さん：じゃなくて。酒田市の方々がニュージーラ
ンドの方々をお客様としてお迎えするときにそのような
形をセッティングして使ってくださった。その場所を提
供したって感じですかね。そういう形でこういう民家を
使ってもらえるのは嬉しいなあと感じました。
須藤：お客さんは地方からも来たりするんですか。
美智子さん：そうですね最近はほんとSNSのおかげっ
ていうか、結構山じゃないですか。入ってきてこんなと
ころにあるの？みたいな。それでも来て下さるようにな
りましたね。前に比べてずっと。別に道路沿いにあるわ
けでもないのに。ゴールデンウィークとかお盆とか結構
来て下さる。
須藤：始めた当時は地元の人が多かったんですか。
美智子さん：うちの主人がよく言ってるのは、地元に住
んでる人は長男が多いじゃないですか。その次男とか地
方へ出ていった方々が例えば里帰りしたときに一緒に来
てくれるみたいな。それでだんだん口コミで広がってい
って、って感じですかね。コミュニティ新聞には出して
るけどもそんなに多く宣伝してたわけではないので、あ
とはみなさんがいろいろ取り上げてくださって。
須藤：営業時間は始めたころから変わらないんですか。
美智子さん：最初の頃はね、22時半とか結構長くやっ
てたんですよ。私たちも若かったし。お休み時間もなく。
でもそうするとほんとにやってられなくなって、今のこ
の時間になりました。あともうひとつとしてはね、お客
層としては、赤ちゃんを連れてくるお母さんからおじい
ちゃんおばあちゃん、会社の仕事の方々、若いカップル
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とかほんとにいろんな方々が来てくれるのが嬉しいとい
うか。銀座で仕事をしていたらそういう方ばかり来ない
じゃないですか。会社勤めの人でサラリーマンでしかも
銀座でお金を使えるような人というような感じで狭めら
れてくるし、私が手伝っていた時ももっといろんな人に
来てもらいたいなと、そういうお店が欲しいなとは思っ
てました。だからそういうことも含めおじいちゃんがこ
の店を見つけてきてくれてとてもよかったと思ってます
よ。
須藤：始めたころと今とで変わったところってあります
か。
美智子さん：まず営業時間が変わったっていうことと、
基本的にはそんなに変わらないですよね。お客様に言わ
れて何か変えたってことも殊更ないし。
須藤：お客さんの数は増えましたか。
美智子さん：増えましたね。
須藤：どういうところが変わりますかね、お店って。周
りの環境とかは？
美智子さん：周りの環境は変わりましたね！ほんとに細
い道しかなかったんですよ。で道路がすごい広くなった
んです。バスが通れるようになったってところですかね。
須藤：じゃあお客さんも来やすくなったんですね。
美智子さん：そうですね来やすくなった。
須藤：お客さんは今一日何名くらい来るんですか。
美智子さん：その日によって全然違うんですよ。2、30
人って感じかな。土日が7、80人ですかね。
須藤：向こうの大松庵だとゴールデンウィークやお盆は
すごい忙しいんですけど、こっちもやっぱり忙しいです
か。
美智子さん：すごい忙しいです。
資料21）生石大松屋の女将・漆山美智子さんは、この
あたりの経緯を、聞き取りの中で下記のように述べてい
る。
美智子さん：うちの子も東京育ちなんですよ。中学生に
なるときに引っ越してきたので、なんかこう、ここにい
ると当たり前に感じることが、違うとこから来るとそれ
が当り前じゃないんですよね。新鮮にこの美しさみたい
なものを感じるでしょ。そしたらうちの息子とかもそう
いう自然の美しさとか感じながら、そういうものを大事
にしていきたいと思ってると思いますよ。いろんなイン
タビューみたいなのを受けてると、この集落が桃源郷の
ように感じるらしいんです。THE田舎だってこの前イ
ンタビュー受けてる時言ってましたけど。そういうもの
を大事にしながら、そういう美しさを発信していきたい、
みたいなところがありますかね。それは古いものでもな
く基本的なものを大事に生活していくってことだと思っ
て、そういうものを素晴らしいんだぞって地方から発信
していきたいっていうのはあると思いますよ。真似でき
ないですよね。こういうロケーション作ろうと思ったっ
て。この場所がなきゃできないじゃないですか。都会で
これをやろうと思ったって、ある意味民芸風っていう真
似でしかないっていうか。真似じゃなくてほんとにでき
るんですからね。ただリスクは雪が降るとかいろいろあ
るけれども。そういうのっていいなあって私は思ってる
ので、多分息子もそう思ってると思いますよ。今はね、
ずっとここにいなくちゃいけないって訳じゃなくて、簡
単に行き来できるじゃないですか。昔だったらずっとこ
こにいなくちゃいけないってマイナスばかりになるかも
しれないけど、今は行ったり来たりできる。両方楽しめ
るっていうかね。大事なものは大事にしていきたいって
うちの子の話聞いててもそう感じますから、そういうと
ころを発信しながら大事にしていきたい、そういうお店
にしたいってことじゃないですかね。…私たちが住む時
にこの建物何年なんですかって聞いたら140年なんです
って言ってたんですよ。今私たち20年経ってるじゃな
いですか。160年ですってなると、ああ年月ってこう経
っていくんだなって感じますよ。140年ですっていうの
と160年ですっていうのじゃちょっと違うじゃないです
か印象が。あと何年かしたら200年ですって言うように
なるんじゃないですか。そしたらおおーってなりますよ
ね。それも移築じゃなくてここにあるんですもんね。
変わり続ける時代の中で受け継がれていく歴史とは ─ 須藤・保木本
